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本講演の内容

1
価値判断・合
意形成を視野
に⼊れた社会
科教育の意義
と課題

2
「個別最適な
学び」と「協働
的な学び」の⼀
体的な充実

3
考察・構想を深
める「単元の設
計」

4
地理的分野、
歴史的分野、
公⺠的分野の
充実の視点



価値判断・合意形成を視野に⼊れた
社会科教育の意義と課題

1

１単位時間から単元へ
（資質・能⼒の育成）



今次学習指導要領の社会認識

Volatility
（変動性）

Uncertainty
（不確実性）

Complexity
（複雑性）

Ambiguity
（曖昧性）

VUCAの時代



学習者のエージェンシー（複雑で不確かな世界を歩んでいく⼒）を育む
OECDラーニング・コンパス2030
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合意、合意形成

合意は、単に達成されればいいわけではなく、内容が望ましいものでなくてはなら
ない。また、内容が同じであっても、それを達成するプロセスが異なれば評価が異
なる。合意の内容や合意が達成されるプロセスを分類し評価するための枠組の整備
が必要である（猪原健康弘編著『合意形成学』勁草書房p.4）

合意の内容を評価するための指標 ➡ 学習内容
合意を達成するプロセス ➡ 現代社会の⾒⽅・考え⽅（例︓効率・公正）

合意形成に影響を受けない

合意形成に影響を受ける

合意形成
に影響を
与える

合意形成
に影響を
与えない

当事者

専⾨家

案の策定から始める

案が出尽くしている

対⽴が
ない

対⽴が
ある

決定

無関係

傍観者

協議

論争状態

プロセス



合意形成をめぐる論点

①合意形成することが重要︖
②合意形成のプロセスを経験することが重要︖

①決めることが重要であれば、必然的に
決定のしかたが重要となる。
代表的なものが多数決

最⼤公約数を⾒いだすことが求められる

➡標準化された社会

②各⼈の差異を尊重すること
個性的な違いを認めた上で、それらを

関係づけてまとめることが重要となる

⾃律性や個性を認めながら、合意を形成

➡差異を重視する社会



社会科教育における合意形成
• 吉村功太郎（1996）「合意形成能⼒の育成をめざす社会科授業」『社会科研究』45巻、pp.41－50
• ⽔⼭光春「合意形成をめざす中学校社会科授業︓トゥールミンモデルの『留保条件』を活⽤して」

『社会科研究』47巻、pp.51－60
• 吉村 功太郎（2001）「社会的合意形成をめざす社会科授業︓⼩単元『脳死・臓器移植法と⼈権』を

事例に」『社会系教科教育学研究』13巻、pp.21–28
• 吉村 功太郎（2003）「社会的合意形成能⼒の育成をめざす社会科授業」『社会科研究』59巻、

pp.41–50
• 吉村 功太郎（2005）「市⺠性の育成をめざす社会科授業の開発︓公共性を視点にして」『社会系教

科教育学研究』17巻、pp.61–69
• 芋⽣ 潤・坂井 清隆（2021）「⼩学校社会科における合意形成型授業実践の検討」『福岡教育⼤学

紀要』pp.35－46

合意形成過程を組み込んだ教授書（単元構成）の提案
実際の授業の中でどのような合意がなされたのか等、動的な学習者の姿を捉える
ことが課題（芋⽣・坂井、2021）
講演者の⽴場上、合意形成に関わる動的な学習者の姿について考察することは難しいため、価値
に関する認識を形成したり、集団における合意を形成したりすることを視野に⼊れた授業を豊か
にするポイントを、学習指導要領を活⽤して皆さんと考えたい。（本講演のねらい）



「個別最適な学び」と「協働的な学び」の
⼀体的な充実

2

⽣徒⼀⼈⼀⼈の特性を踏まえた指導



「個に応じた指導」「個別最適な学び」（令和答申）

「指導の個別化」

○全ての⼦供に基礎的・基本的な知識・技能
を確実に習得させ、思考⼒・判断⼒・表現⼒
等や、⾃ら学習を調整しながら粘り強く学習
に取り組む態度等を育成するためには、教師
が⽀援の必要な⼦供により重点的な指導を⾏
うことなどで効果的な指導を実現することや、
⼦供⼀⼈⼀⼈の特性や学習進度、学習到達度
等に応じ、指導⽅法・教材や学習時間等の柔
軟な提供・設定を⾏うことなどの「指導の個
別化」が必要である。

「学習の個性化」

○基礎的・基本的な知識・技能等や、⾔語能⼒、
情報活⽤能⼒、問題発⾒・解決能⼒等の学習の基
盤となる資質・能⼒等を⼟台として、幼児期から
の様々な場を通じての体験活動から得た⼦供の興
味・関⼼・キャリア形成の⽅向性等に応じ、探究
において課題の設定、情報の収集、整理・分析、
まとめ・表現を⾏う等、教師が⼦供⼀⼈⼀⼈に応
じた学習活動や学習課題に取り組む機会を提供す
ることで、⼦供⾃⾝が学習が最適となるよう調整
する「学習の個性化」も必要である。

「指導の個別化」と「学習の個性化」を教師視点から整理した概念が
「個に応じた指導」であり、この「個に応じた指導」を学習者視点か
ら整理した概念が「個別最適な学び」である。


